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附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
十
四
日
か
ら
施
行

す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

経
済
産
業
大
臣

小
渕

優
子

環
境
大
臣

望
月

義
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

別
表
第
二
十
号
\
中
「
千
鳥
町
」
の
下
に
「
並
び
に
磯

子
区
鳳
町
」
を
加
え
、「
磯
子
区
鳳
町
、
新
磯
子
町
、
新
森

町
及
び
新
中
原
町
の
区
域

同
区
原
町
及
び
磯
子
一
丁
目

の
区
域
」
を
「
同
区
原
町
」
に
、「
区
域

同
区
新
杉
田
町

の
区
域
の
う
ち
市
道
五
百
七
十
七
号
線
と
海
岸
線
と
の
間

の
区
域
」
を
「
区
域
」
に
改
め
、同
号
]
を
同
号
^
と
し
、

同
号
\
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

]

磯
子
区
新
磯
子
町
、
新
森
町
及
び
新
中
原
町

の
区
域

同
区
磯
子
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
東

日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
根
岸
線
と
海
岸
線
と

の
間
の
区
域

同
区
新
杉
田
町
の
区
域
の
う
ち

一
般
国
道
三
百
五
十
七
号
線
と
海
岸
線
と
の
間

の
区
域

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

総
務
大
臣

山
本

早
苗

経
済
産
業
大
臣

小
渕

優
子

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
を
指
定
す
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
二
十
号

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
を
指
定
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
（
昭
和

五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
二
号
及
び
第
四
十

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
を
指
定
す
る
政

令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
項
中
「
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
二

十
六
年
四
月
一
日
」
に
改
め
る
。

別
表
第
六
号
中
「
字
宇
兵
衛
河
原
、
字
遠
山
新
田
、
字

内
河
原
、
字
館
、
字
浜
名
谷
地
、
字
赤
沼
及
び
字
海
岸
並

び
に
豊
洲
」
を
「
字
宇
兵
エ
河
原
の
区
域

同
市
豊
洲
並

び
に
大
字
河
原
木
字
海
岸
、
字
館
、
字
遠
山
新
田
、
字
内

河
原
、
字
赤
沼
及
び
字
浜
名
谷
地
」
に
改
め
、
同
表
第
十

四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
四

京
葉
臨
海
北
部
地
区

千
葉
県
市
川
市
の
区
域
の
う
ち
次
の
区
域

\

二
俣
新
町
の
区
域

]

高
谷
新
町
の
区
域

田
尻
及
び
上
妙
典
の
区

域
の
う
ち
主
務
大
臣
の
定
め
る
区
域

^

本
行
徳
及
び
高
浜
町
の
区
域
の
う
ち
主
務
大

臣
の
定
め
る
区
域

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
二
十
五
日
ま
で

の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚

災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関

す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
二
十
一
号

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
二
十
五
日

ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ

い
て
の
激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ

き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政

援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十

号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
二
十
五
日
ま
で

の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚

災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関

す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
中
「
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
二
十
四
条
第

二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を「
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、

第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
四
条
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

西
川

公
也

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

宅
地
建
物
取
引
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
二
十
二
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
八
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

宅
地
建
物
取
引
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

期
日
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
と
す
る
。

総
務
大
臣

山
本

早
苗

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
二
十
三
号

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施

行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
百
三
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
六
年

十
一
月
一
日
と
す
る
。

農
林
水
産
大
臣

西
川

公
也

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

環
境
大
臣

望
月

義
夫

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
法
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

（
う
な
ぎ
養
殖
業
の
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
う
な
ぎ
養
殖
業
を
営
ん

で
い
る
者
に
つ
い
て
の
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
養
殖
業
を
開
始

す
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
、「
平
成
二
十

六
年
十
二
月
一
日
ま
で
に
」
と
す
る
。

（
水
産
政
策
審
議
会
令
の
一
部
改
正
）

３

水
産
政
策
審
議
会
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
二
百
三

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
の
表
資
源
管
理
分
科
会
の
項
中
「
及

び
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）」を
「
、
海
洋
生
物
資

源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律

第
七
十
七
号
）
及
び
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
三
号
）（
第
九
条
第
四
項

（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）を

除
く
。）」
に
改
め
る
。農

林
水
産
大
臣

西
川

公
也

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
二
十
四
号

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
同

条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
六
条
第
四
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
二
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
養
殖
業

は
、
う
な
ぎ
養
殖
業
と
す
る
。
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